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インターバンクの声 （2016 年 12 月 22 日） 
 

オフィスには来ているものの、気持ちは既にクリスマス休暇入りしているディーラーも

少なくないが、ポジションを持たないことを良しとしない我が社のボスの下ではクリス

マスも正月もあまり関係ない。 

そんな訳で正直あまり確固とした相場観がない中、月曜日のニューヨーク時間にド

ル円が 116 円台中盤まで下げた後、イエレン議長の講演発言を確認した後で１１７

円ちょうど付近で小さくドルを買ってみた。その後、幸いドルが上がってくれて半分は

118円手前で利喰えたが、残りの半分はもう少し上もあるだろうと欲を出して持ち越し

たままにしてしまった。昨夜はその残り半分のポジション分の利益が消えそうな水準

までドルが下落した時間帯が長く続き肝を冷やした。 

運よく、11月の米中古住宅販売の数字が約 10年ぶりの水準となったことで何とか救

われたが、ドルの買い持ちは危ないような気がしてきた。年末まではドルが買われた

ところでドルの売り持ちを作るほうへ変更しようかと思っているが、足元の 117 円台中

盤ではドルを売り難い。他社のディーラー仲間の相場観も強気・弱気が拮抗してお

り、オプションでも仕込もうかと思っている。 
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